
 

 

 

 

 

 

 

町立奥出雲病院 新改革プラン 点検・評価  

（令和元年度） 

  



１．事業報告 

（１）外来・入院患者数の動向 

外来患者数は 1 日平均 149.6 人、年間延患者数 35,898 人で前年度比較 1,496 人の減少（対前

年度比 96.0％）、入院患者数は 1 日平均 98.0 人（病床利用率 75.7％）、年間延患者数 35,864 人

で前年度比較 3,632 人の減少（同 90.8％）となりました。 

 外来患者数、入院患者数ともに前年度比で顕著な減少となりました。 

（２）収益的収支 

本年度の総事業収益は2,009,143千円で前年度比較30,477千円の増収（対前年度比101.5％）、

収益構成は、医業収益が 1,439,700 千円（同 94.8％）、医業外収益が 569,443 千円（同 123.7％）

です。産科および小児科医療確保のための一般会計繰入金増が主な収益増の要因です。 

一方、総事業費用は 1,916,848 千円で、前年度比較 61,736 千円減少（対前年度 96.9％）しま

した。内訳は医業費用が 1,833,098 千円（同 97.2％）、医業外費用が 83,750 千円（同 91.2％）

です。医業費用の主なものは、給与費が 1,208,841 千円、材料費が 169,865 千円、経費が 272,217

千円、減価償却費が 163,972 千円でした。 

以上により、営業（医業）損失は 393,398 千円、経常利益は 92,295 千円、純利益は 92,295

千円となりました。 

 

（３）資本的収支 

 資本的収入は政府企業債などの起債による借入 248,900 千円と建設改良に対する県補助金

49,075 千円及び一般会計負担 169,540 千円で合計 467,515 千円でした。資本的支出は建設改良

費 258,026 千円と企業債等償還元金 263,387 千円で合計 521,413 千円を支出しました。資本的

収入額が支出額に不足する額 53,898 千円は、損益勘定留保資金で補填しました。 

 

（４）今後の課題について 

①経営改善 

安定した地域医療を提供できる経営体制を築くため、常勤医師の人員確保を最優先課題と位

置付けて取り組み、診療報酬や介護報酬の分析検討などを推進します。また、経費面について

も効率化・合理化による節減を図り、引き続き経営改善に努めます。 

  

②病棟再編について 

国の方針により介護療養病床の廃止が 3 年後に迫るなか、当院においては介護医療院を目指

した病棟再編を行ない、入院患者等の状況に即した医療提供体制を構築していきます。このこ

とにより医療依存度の高い介護施設への入所待機者を減らすよう努めます。 

 

 ③常勤医師の確保について 

島根大学医学部附属病院から派遣いただき常勤医の確保を行って参りましたが、近年は派遣

が難しく常勤医の確保が難しい状況が続いています。今後も引き続き大学病院の理解を求め、

派遣に向けた取り組みに努めます。また医療病床数の減少に伴い、島根県が派遣する自治医科

大学出身医師について、これまで以上に派遣要請を強く求めて参ります。 



２．数値目標 

 

（１）医療機能・品質等指標に係る数値目標

年度

項目

研修医受入件数 5 件 5 件 5 件 0 件

在宅復帰率（包括） 81.3 ％ 84.9 ％ 79.2 ％ △ 5.7 ％

平均在院日数 18.3 日 18.0 日 19.7 日 1.7 日

分娩件数 50 件 82 件 44 件 △ 38 件

褥瘡発生率 1.7 ％ 0.95 ％ 0.5 ％ △ 0.5 ％

転倒・転落発生率 3.56 ‰ 3.15 ‰ 3.25 ‰ 0.10 ‰

医療相談（MSW） 2,810 件 2,550 件 2,652 件 102 件

定期ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ（ﾘﾊ関係） 36 回 36 回 68 回 32 回

（２）経営指標に係る数値目標

年度

項目

① 収支改善に係るもの

経常収支比率 100.0 ％ 107.9 ％ 104.8 ％ △ 3.1 ％

医業収支比率 80.5 ％ 89.8 ％ 78.5 ％ △ 11.3 ％

医業未収金 1,905 千円 3,300 千円 1,612 千円 △ 1,688 千円

② 経費削減に係るもの

給与費対医業収益比率 80.9 ％ 71.2 ％ 84.0 ％ 12.8 ％

材料費対医業収益比率（薬品含む） 12.3 ％ 14.4 ％ 11.8 ％ △ 2.6 ％

委託費対医業収益比率 8.9 ％ 7.0 ％ 9.0 ％ 2.0 ％

後発品使用割合 83.6 ％ 69.5 ％ 89.0 ％ 19.5 ％

薬品在庫の適正化 4,107 千円 4,700 千円 4,476 千円 △ 224 千円

検査試薬等納入価 1.2 %減 3.0 %減 1.7 %減 △ 1.3 %減
H29よりH27実績の

3%減を目標

③ 収入確保に係るもの

入院患者数 39,496 人 43,741 人 35,864 人 △ 7,877 人

入院患者数（1日あたり） 108.0 人 119.5 人 98.0 人 △ 21.5 人

病床利用率 77.3 ％ 85.4 ％ 75.7 ％ △ 9.7 ％

外来患者数 37,394 人 39,251 人 35,898 人 △ 3,353 人

外来患者数（1日あたり） 153.0 人 160.9 人 149.6 人 △ 11.3 人

薬剤管理指導件数 106 件 220 件 1 件 △ 219 件

外来心電図件数 1,009 件 930 件 1,010 件 80 件

エコー件数 257 件 340 件 272 件 △ 68 件

入院リハ処方数 36 件/月 30 件/月 33 件/月 3 件/月

訪問リハ単位数 276 /月 250 /月 271 /月 21 /月

栄養指導件数 1,047 件 825 件 1,350 件 525 件

ドック・健診件数 2,418 件 2,375 件 2,467 件 92 件

④ 経営の安定性に係るもの

常勤医師数 6 人 7 人 5 人 △ 2 人

企業債残高 2,586 百万 2,621 百万 2,571 百万 △ 50 百万

摘要

摘要
実績 実績 ② 差 ②－①

令和元年度

差 ②－①実績 ②

30年度

実績

30年度 令和元年度

目標 ①

目標 ①



３．目標達成に向けた具体的な取り組みの実施状況 

 
  

項目 取組・目標 実施状況の点検結果 評価所見

１．地域医療構想を踏まえた 　①入院及び外来医療の提供 　①～⑤実施できている 　概ね目標通りに実施されている。

　　役割の明確化 　②在宅系サービスの提供（訪問リハビリ・訪問診療）

　③ドック・健診等の提供

　④医療・介護・福祉の連携支援（中心的役割）

　⑤医療情報・医療医術等の教育活動

２．経営の効率化 (1)収支改善に係るもの 　目標達成に向け、未収金対応に取り組んだ。

　①未収金対策 　目標3,300千円に対し1,612千円

(2)経費削減に係るもの 　概ね目標通りに実施されている。

　①材料費節減 　①診療材料検討委員会を中心に継続的に行っている。

　②薬剤費（在庫）の削減 　②目標達成したが、前年度より増額となった。

　③委託料見直し 　③委託料及び委託業務の見直しを継続的に行った。

　④光熱費の節減 　④灯油の毎月見積入札等経費節減対策に努めた。

　⑤消耗品費等の削減 　⑤破損・修理・購入等稟議厳格化による経費節減意識

　　の定着を継続的に行った。

(3)収支確保に係るもの 　概ね目標通りに実施されている。

　①10:1看護基準の堅持と新たな施設基準の取得 　①年度末時点で15:1の看護基準となった。

　②指導及び検査件数の増加 　②前年度並みを維持した。

　③高次病院及び診療所（開業医）等との紹介・逆紹介の推進 　③紹介逆紹介等について他院との連携をすすめた。

　　ドクターヘリの活用を行った。

　④ドック・健診実施件数の維持等 　④目標とする件数を達成でき、前年度を上回った。

(4)経営の安定性に係るもの 　概ね目標通りに実施されている。

　①経営会議の定例開催実施 　①定期的に開催し、経営について議論した。

　②管理運営会議での活発な意見交換 　②毎月開催され、活発な意見交換をした。

　③職員の適正配置等 　③適正な配置に努めている。

　④栄養科の業務委託 　④給食調理業務委託を行っている。

　⑤中・高校生の職場体験受入れ 　⑤地元の学校を中心に受入れを行った。

　⑥奨学金貸与制度を活用した免許職の確保 　⑥奨学金貸与中 2名

　⑦病院祭等による地域確保（病院理解） 　⑦広報や有線放送等で積極的に情報提供を行った。

　⑧外来待ち時間調査 　⑧隔年実施のため行わなかった。

　⑨患者満足度調査 　⑨退院時に実施している。

　⑩その他 　⑩目標通り実施できている。

　　・各種会議・委員会の設置

　　・院内研修会・講習会の実施

　　・院外研修会等への積極的参加

　　・学会等での発表

３．再編・ネットワーク化 (1)再編についての検討 - 　※評価対象外

　現段階では再編を行う状況に無いと結論

(2)ネットワーク化についての検討 　概ね計画通りに実施されている。

　①しまね医療情報ネットワーク等医療ＩＣＴを活用しながら 　①しまね医療情報ネットワークへの接続を継続。

　　今後の連携・ネットワークの構築に努める

　②近隣病院との情報共有・連携強化 　②全自病県支部各部門会議等による情報共有を行った。

　　また、県内医療機関との連携強化を進めている。

４．経営形態の見直し 　①病床数削減 　①令和元年7月に病床数を140床から126床に削減した。 　①は計画通り実施している。

　②介護療養型病床の廃止（H29年度末） 　②今後の経営のあり方を含めて継続審議とした。 　②は継続審議とした。

　経営については当面現在の経営形態を続行する。

①看護基準については、患者高齢化による医療内容等の変
化が影響を与え、一時的に基準を変更となった。



４．収支計画の実施状況 

 
 

 

（１）収支計画　（収益的収支） （単位：千円）

平成30年度
実績 目標 実績

（参考） ① ② ②－①

１. ａ 1,518,384 1,706,907 1,439,700 △ 267,207

(1) 1,307,249 1,496,745 1,216,968 △ 279,777

(2) 211,135 210,162 222,732 12,570

81,314 79,794 97,829 18,035

２. 460,196 441,152 569,443 128,291

(1) 299,145 403,827 425,768 21,941

(2) 0 0 0 0

(3) 152,107 30,137 138,049 107,912

(4) 8,944 7,188 5,626 △ 1,562

(A) 1,978,580 2,148,059 2,009,143 △ 138,916

１. ｂ 1,886,682 1,900,197 1,833,098 △ 67,099

(1) ｃ 1,228,950 1,214,816 1,208,841 △ 5,975

(2) 187,247 245,112 169,865 △ 75,247

(3) 277,236 265,424 272,217 6,793

(4) 187,121 165,286 163,972 △ 1,314

(5) 6,128 9,559 18,203 8,644

２. 91,817 90,901 83,750 △ 7,151

(1) 49,639 45,015 45,400 385

(2) 42,178 45,886 38,350 △ 7,536

(B) 1,978,499 1,991,098 1,916,848 △ 74,250

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) 81 156,961 92,295 △ 64,666

１. (D) 86 0 0 0

２. (E) 85 0 0 0

特　別　損　益　(D)－(E) (F) 1 0 0 0

82 156,961 92,295 △ 64,666

(G) 1,529,282 1,372,321 1,436,987 64,666

(ｱ) 269,835 479,802 296,867 △ 182,935

(ｲ) 433,468 401,810 383,428 △ 18,382

　 0 0 0 0

(ｳ) 0 0 0 0

(Ａ)
（Ｂ）
(ｵ)
ａ
ａ
ｂ
c
a

(H)
ａ

-9.7%75.7%77.3% 85.4%病 床 利 用 率

△ 77,992

△ 4.6

職 員 給 与 費 対 医 業 収 益 比 率 ×100 80.9 12.884.0

資 金 不 足 比 率 ×100 10.8

71.2

地方財政法施行令第15条第１項
により算定した資金の不足額

(H) 163,633 164,553

10.6

86,561

6.0

医 業 収 支 比 率 ×100 80.5 △ 11.378.589.8

不 良 債 務 比 率 ×100 10.8 10.66.0△ 4.6

86,561 164,553
｛ ( ｲ )-( ｴ ) ｝ -{( ｱ )-( ｳ )}

経 常 収 支 比 率 ×100 100.0

不
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債
 

務

流 動 資 産

流 動 負 債
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△ 3.1104.8107.9

(ｵ) 163,633 △ 77,992

0
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他 会 計 負 担 金 ・ 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

経 常 収 益
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出

医 業 費 用

職 員 給 与 費

材 料 費

経 費

収
 
 
 
 
 
 
 
 

入

医 業 収 益

累 積 欠 損 金
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そ の 他
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支 払 利 息

そ の 他

経 常 費 用

又 は 未 発 行 の 額

 区 分



 

（２）収支計画（資本的収支）

　　 年 度 平成30年度
実績 目標 実績

 区 分 （参考） ① ② ②－①

１. 63,700 273,700 248,900 △ 24,800

２. 0 0 0 0

３. 196,017 0 169,540 169,540

４. 0 0 0 0

５. 0 0 0 0

６. 5,205 10,000 49,075 39,075

７. 0 0 0 0

(a) 264,922 283,700 467,515 183,815

(c) 0 0 0 0

純計(a)－{(b)＋(c)} (A) 264,922 283,700 467,515 183,815

１. 69,328 283,700 258,026 △ 25,674

２. 313,294 283,018 263,387 △ 19,631

３. 0 0 0 0

４. 0 0 0 0

(B) 382,622 566,718 521,413 △ 45,305

差　引　不　足　額　(B)－(A) (C) 117,700 283,018 53,898 △ 229,120

１. 117,700 283,018 53,898 △ 229,120

２. 0 0 0 0

３. 0 0 0 0

４. 0 0 0 0

(D) 117,700 283,018 53,898 △ 229,120

補てん財源不足額　(C)－(D) (E) 0 0 0 0

0

0

(E)－(F) 0 0 0 0

⇒注釈を適用し、単位を「千円」とした。

３．一般会計等からの繰入金の見通し

平成30年度
実績 目標 実績

（参考） ① ② ②－①

(    33,725) (    30,423) (    227,005) (    196,582)

380,545 483,621 523,597 39,976

(    0) (    0) (    0) (    0)

196,017 0 169,540 169,540

(    33,725) (    30,423) (    227,005) (    196,582)

576,562 483,621 693,137 209,516

（注）
1
2

実 質 財 源 不 足 額

0
当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入

(F) 0

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

合　　　計

　（　）内はうち基準外繰入金額を記入すること。
　「基準外繰入金」とは、「地方公営企業繰出金について」（総務副大臣通知）に基づき他会計から公営企業会計へ繰り入
れられる繰入金以外の繰入金をいうものであること。

1．複数の病院を有する事業にあっては、合計表のほか、別途、病院ごとの計画を作成すること。
2．金額の単位は適宜変更することも可能。（例）千円単位。
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